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てし定安を料食 収
し ゅ う

穫
か く

するために 
どんな努力が必要なの？

　食料を安定して収穫するには、農家の人が安心して農業を続けられるようにすることが大切で
す。そのためには、農業に必要な水を安定して確保したり、今ある田んぼや畑を使いやすく変えて
いったりすることが必要です。

 ①農業に必要な水を確保する 
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田んぼの水は
どこから来て

どこへ行くのだろう？

　農業に使われる水を農業用水と言います。特に田んぼではたくさんの農業用水が必要です。

農業用水は川やため池から田んぼに運ばれ、利用されています。
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米粉パン

米粉スイーツ

米粉パン

米粉スイーツ

新潟県産農林水産物のブランド化

●米の加工品の出荷額
（2023年、令和５年）

金額 全国の出荷額に
しめるわりあい

全国での
順位

米菓
1,797
億円

51％ １位

切りもち
284
億円

65％ １位

日本酒
444
億円

11％ ３位

　さらに、米を粉にした「米粉」をつくる新しい技術を新潟県が開発したことで、最近は米粉を小麦
粉の代わりに使った色々な食品が増えています。

Ⓒやなせたかし

米粉PRキャラクター
コメパンマン

新潟県では、にいがた発
「R10プロジェクト」を進めています。

輸入小麦粉消費量の10％以上を国産米粉に置きかえる国民的プロジェクト
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米のいろいろな利用方法
　米は、ごはんで食べる以外にも、いろいろな食品に加工され、私たちの食生活を豊かにしています。
　米がたくさんとれる新潟県には、おせんべいやあられなどの米菓や、切りもち、日本酒などを作る会社
もたくさんあります。とくに、米菓や切りもちは全国の5割以上を新潟県で作っています。

　新潟県は、農林水産業の発展、地域経済の活性化、誇りと愛着を持つことができる地域社会の
実現のために、県産農林水産物のブランド化に取り組んでいます。ブランド化を進めるためのリーダー
役として選んだ県推進ブランド品目の８品目を中心に、県内外へ積極的にPRしています。
　県産農林水産物をPRするための方法の一つとして、県産農林水産物の品質の高さや生産者の
こだわりなどを表現したブランドキャッチコピーとロゴマークをつくり、関係者みんなで利用しています。

　最近では米粉や、米粉を
使ったパン、ケーキなどを売っ
ているお店も増えています。
　買い物に行ったら探してみ
ましょう。

米粉を使った
おいしいパンや、
お料理を
食べてね。

（おせんべい、あられなど）

経済産業省「経済構造実態調査」
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▲ブランドキャッチコピー
　とロゴマーク

▲うまいに、まっすぐ。
新潟県

（公式サイト）

▲県推進ブランド品目（左上から）：新潟米、新潟産えだまめ、ル レクチエ、越後姫、
　　　　　　　　　　　　　　　　　にいがた和牛、のどぐろ、南蛮エビ、錦鯉
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